　事業報告の詳細
１　支援内容

（１）日中活動支援(生活介護)
利用者のニーズに沿った個別支援計画に基づき、利用者の特性、能力等を勘案し利用者個々に合わせた日中活動支援を行った。食事や入浴、排泄等の日常生活上の支援を提供すると共に軽作業等の生産活動や制作活動の機会を提供し、利用者の身体能力の向上や日常生活能力の維持・向上を図った。定期的にモニタリングや聴き取りを行い、支援内容の見直しを行った。
　スポーツ・文化芸術活動においては、放美展、エナジー展、当法人がリモートにて開催した阿波白鷺わいわい芸術・スポーツ祭に数多くの作品を出展する等、積極的な参加がみられている。社会福祉法人 悠林舎 障害者支援施設シーズが開催する芸術祭へのコラボレーションとして8月にワークショップにリモートでの参加をした。
スポーツ関係は大会が全て中止となり活動自粛が続いた
　その他、生活にゆとりを持たせるため、利用者一人ひとりのニーズや社会知識の取得レベルに応じたグループを編成、自主活動を通じて出来る範囲での外出等を行った。
利用者の特性、能力、身体状況、年齢等に応じた活動を提供しており、日中活動は主に、機能訓練、レクリエーション活動、軽作業、園芸作業等を実施した。
若年層の自閉症の方に対し、その特性と多様なニーズに適切に対応し個々の思いや個性を尊重し、一人ひとりに合わせた支援プログラムを創出、実践することを目的に「なごむ班」としてわいわい村での活動を実施した。
65歳以上の方に対し普段の生活の中で刺激や達成感を感じ、元気に過ごすという目的で園内通貨「すんそー円」活動を実施した。個々に目標を設定し達成することでポイントがたまり園内通貨である「すんそー円」に交換、月2回開催の園内カフェ、マーケットでの使用ができる取り組みで、それぞれのやりがいに繋がっていた。
また、薬草園の整備や園芸作業には、班分けに関係なく参加して季節に応じた作業に取り組み野菜栽培、野菜袋詰め作業、収穫した野菜は食事に提供したり、松茂町「とくとくターミナル」で販売を行った。作業への取り組みを通して労働意欲の啓発や、確実性、協調性、責任感等の向上に繋がる支援を行った。
高齢者への取り組みとして作業療法士、柔道整復師による施術訓練を個別に実施しており、利用者の身体機能の維持・向上に努めた。訓練内容は、主に上下肢関節可動域訓練を３階地域交流室に設置してあるリハビリ器機を使用し利用者の身体状況に応じた訓練を行った。
行事については、利用者の年齢に幅があるため、疾病や身体状況等に配慮して行った。
1 行事関係
	月
	行 事 内 容
	参加人数
	月
	行 事 内 容
	参加人数

	４
	・お花見　
・誕生会
・一泊旅行
	65名

   3名
　16名
	１０
	・社会学習（２箇所）

・日帰り旅行
・一泊旅行
	11名
2名
9名

	５
	・誕生会
	7名
	１１
	・社会学習（２箇所）


	　9名

	６
	・誕生会
・日帰り旅行
	6名
10名
	１２
	・社会学習（２箇所）

・日帰り旅行
・クリスマス会
	5名
3名
64名

	７
	・社会学習（２箇所）

・誕生会
	9名

5名
	　１
	・社会学習（２箇所）

・新年会
・初詣
	 4名
60名
18名

	８
	・社会学習（２箇所）

・誕生会
	5名

　3名
	２
	・社会学習（２箇所）


	8名

	９
	・社会学習（２箇所）

・誕生会
・お月見会
	9名

6名
55名
	３
	・社会学習コロナ対応のため園内でテイクアウト食事会
	3名


②スポーツ、文化活動等
  利用者は各種スポーツ大会や芸術祭に積極的に参加しており、県内外の大会で好成績を上げ自信や生き甲斐に繋がっている。
	月
	参 　加 　行 　事 　名
	参加人数

	５
	・ノーマピックスポーツ大会
（陸上・フライングディスク・ボーリング）
・放美展
・第19回障害者スポーツ大会・中・四国予選会

　ソフトボール競技　バスケット競技
	12名
1名
各１名

	６
	・第３回ボッチャ大会・第22回囲碁ボール大会

	10名


	７
	・徳島県央部地域ノーマピック・ボッチャ
	7名

	８
	・ノーマピックボーリング大会
・シーズとのワークショップ
	8名

12名

	９
	・ノーマピック・ボッチャ大会
	8名


	１０
	・ノーマピック・フライングディスク大会
・第４回中国四国ブロックFIDバスケットボール交流大会
・エナジー２０１９
	8名

１名
11名

	１１

	・第26回卓球バレー大会
・第37回ゆうあいスポーツ四国・高知大会
・ノーマピック・カローリング大会
・ノーマピック・ボッチャ大会
・第１回仁栄会杯グランドゴルフ大会
・すんそーりんぴっく
	6名
9名
７名
6名
15名
59名

	　　　３
	・松茂町資料館講座作品展(絵画同好会)
・松茂町資料館講座作品展（ひびき展）
	６名
７名


③園外実習
利用者の働きたいという素朴な欲求と社会自立の実現に向けて、各事業所へ実習に行っており、利用者の仕事への意識は高く実習先で頑張っている。
	実  習  先
	人 員
	実習内容
	実習状況
	実習手当(時給)
	所 在 地

	トップスター
	2名
	清掃作業
	週2,3

3日
	400円
	松茂町

	なるとや家具店
	1名
	家具組立
	週3日
	400円
	鳴門市


（２）施設入所支援
①実施内容
   施設入所支援については、利用者のニーズに沿った個別支援計画に基づき利用者が健康で充実した生活が送れるよう支援した。障害の程度や特性を配慮し夕方から翌朝までの食事・入浴・排泄・睡眠等の日常生活全般のサービスを提供し、健康管理、栄養管理、衛生面での支援等を専門職との連携を図りながら行った。
(３)生活介護、施設入所事業、月別利用者数
	月
	生活介護（利用定員：59名）
	施設入所支援（利用定員：40名）

	
	延べ利用者数(名)
	開所日数(日)
	 延べ利用者数(名）
	 開所日数(日）

	4
	1,341
1,319


	22
	1,160
	30

	5
	1,379
	23
	1,197
	31


	6
	1,366
	22
	1,186
	30

	7
	1,451
	24
	1,233
	31

	8
	1,325
	24
	1,194
	31

	9
	1,315
	22
	1,168
	30

	　　　10
	1,400
	23
	1,195
	　　　　31

	11
	1,347
	22
	1,155
	30

	12
	1,324
	22
	1,166
	31

	1
	1,334
	23
	1,164
	31

	2
	1,234
	21
	1,091
	29

	3
	1,375
	23
	1,168
	31

	計
	16,191
	271
	14,077
	366


（４）食　事
  本年度の食事献立、栄養管理に関する業務の基本的な支援内容は次の通りとした。

　ヘルスケアサービスの一環として、年齢や障害の特性に応じて、適切な栄養量及び内容の食事を確保するための栄養管理、衛生管理を基本とし、利用者１人ひとりの栄養改善や食生活の質の向上のために、他職種と協働して栄養ケア・マネジメントを行い、適切な栄養ケアを提供した。
個人の嗜好を尊重すると共に、バランスの取れた食事が提供できるよう良好な食生活について支援を行った。
利用者の希望を取り入れ週1回の手作りおやつを実施した。
①食事摂取量
　　 食事摂取基準を基に提供した食事の平均食事摂取量は次の通りである。
	
	ｴﾈﾙｷﾞｰ
(kcal)
	ﾀﾝﾊﾟｸ質
(g)
	脂肪
(g)
	Ca
(mg)
	Fe
(mg)
	VA
(g)
	VB1
(mg)
	VB2
(mg)
	ﾅｲｱｼﾝ
(mg)
	VC
(mg)
	食物繊維
(g)
	ｶﾘｳﾑ (kcal)

	一人一日
平均給与量
	1972
	71,6
	48,7
	648
	8,2

	1073
	0,95
	1,11
	14,0
	92
	14,8
	2381

	食事摂取基準
目標量
	1900
	55～90
	38～48
	700～ 2300
	9,0
	800～
3000
	1,20
	1,30
	12 ～
300
	100
	19
	2900


②個別必要エネルギー
    施設平均の食事摂取基準と共に、個々の推定エネルギー必要量と蛋白質量を算出し、個人に対応した食事を目標とし食事摂取量を2,400~1,200kcalまで１０段階に設定した。
  　生活習慣病予防の観点から、バランスの良い食生活に留意した食事の提供を心がけた。
③食品材料と調理
    生鮮食品は当日納品を原則とし、調理については食品衛生の三原則である清潔・迅速・冷却(加熱)に努めた。
    納品時温度・加熱調理中心温度・調理終了時間を日誌に記録し、調理は適温給食を心がけた。
④食品衛生
    食品取扱者・厨房と食品の衛生管理・冷凍冷蔵庫の温度管理・廃棄物等について毎日チェックをして食中毒防止に努めた。
　　また食事担当者の健康状態の把握の為、定期的に腸内細菌検査を実施した。
⑤特別食
  ア療養食    
　　医師の指示により実施した療養食及び刻み食等の延べ食数は次の通りである。

	
	入所利用者
	通所利用者
	短期入所・その他

	延べ食数
	40,940
	5.599
	1.263

	減 塩 食
	10.822
	24
	0

	糖 尿 食
	9.481
	504
	17

	脂質異常症食
	8.317
	0
	0

	粥　  食
	1.983
	235
	0

	ソフト食
	499
	0
	0

	きざみ食
	21.195
	1.850
	255


イ行事食
    暦の上で、昔ながらの行事食や季節感のある料理をできるだけ手作りで提供できるように努　めると共に、献立に変化をもたせ利用者に喜ばれるように配慮した。
	月 日
	行 事 名
	行事食の内容
	月 日
	行 事 名
	行事食の内容

	4/1
4/4
	開園記念日
お花見
	赤飯、かつおたたき、紅白饅頭
花見弁当
	11/2

	町内祭り

	魚姿寿司・甘酒


	
	
	
	12/12
12/31
	クリスマス会
餅つき
大晦日
	ワンプレートご飯
芋餅、白餅
年越しそば

	5/2
	支援者会
	特別弁当
	
	
	

	7/5
7/26
	七　夕
土用の丑
	七夕そうめん 
ミニうな丼、天ぷら
	
	
	

	
	
	
	1/1
～1/3
1/9
	正月(在園者)
新年会
	雑煮、おせち
ハンバーガー、豚カツ
天ぷら
アオアヲリゾートにて

	8/9
	支援者会
	特別弁当
	
	
	

	
	
	
	2/3

	節　分
	巻寿司、赤出汁他


	9/5
9/17
	お月見会
敬老会
	おむそば、パンケーキ、唐揚げ、フランクフルト、綿菓子、おにぎり、フルーツ盛り合わせ
赤飯、焼き魚、炊き合わせ，紅白饅頭、茶碗蒸し
	
	
	

	
	
	
	3/3
	ひな祭り
	海鮮ちらし、甘酒、ひなあられ
天ぷら、おひたし


・複数献立
　　食事に変化をつけると共に嗜好を尊重し自主性を伸ばす狙いで実施した。
・選択メニュー・バイキング
　　利用者自身が食事を自分で選び決定することを目標に毎週1回実施した。バイキングも年数回実施した。
・誕生日特別メニュー
　　個別に一番食べたい料理の希望を聞いておき誕生日に提供した。

・薬草園の収穫物
採れたての野菜や果物で季節感と収穫の喜びを味わい、献立に変化をつけた。
（５）健康管理
  感染症対策や疾病の早期発見、早期治療に努めており、日頃から手洗いや手指消毒の励行、インフルエンザの流行時期には予防接種、2月頃より新型コロナウイルスが流行したため、感染対策マニュアルを作成し細心の注意を図りながら感染予防に当たった。
日頃から、うがいの励行、空気清浄器、加湿器を置き配慮した。
　また、年２回の健康診断を始め、結核検診等の検診を実施し、B型肝炎ウイルスの抗原抗体検査等も実施。結果により、Ｂ型肝炎ワクチン接種を行った。また、予防接種ではインフルエンザ予防接種を実施。
　また、利用者の高齢化が顕著であり、骨粗鬆症の治療を行うとともに筋力低下防止のため、リズム体操を取り入れ、歩行訓練やリハビリ機器による訓練も実施している。
①検診、通院状況
	各種検診
	受診者数
	通院状況
	受診者数
	通院状況
	受診者数

	歯科検診
	60名（うち通所は23名）
	歯　　科
	19名(うち通所は1名)
	耳 鼻 科
	9名

	内科検診
	51名（うち通所は11名）
	眼　　科
	11名(うち通所は1名)
	循環器科
	3名

	結核検診
	66名（うち通所は25名）
	内　　科
	41名(うち通所は5名)
	泌尿器科
	5名

	 前立腺癌検診
	13名
	精 神 科
	35名(うち通所は2名)
	皮 膚科
	28名(うち通所は3名)

	婦人科検診
	乳がん3名
子宮がん2名
	整形・外科
	24名(うち通所は3名)
	婦人科
	3名


②入院状況
	利  用  者
	病　　名
	入  院  先
	期　　間

	女性(82歳)
	肺炎
	鳴門病院 内科
	H31.3/28 ～ 4/11

	女性(35歳)
	マイコプラズマ肺炎
	市民病院 内科
	R1.5/26 ～ 5/31

	男性(92歳)
	脱水症状
	芳川病院
	R1.8/27 ～ 9/2
~

	女性(82歳)
	脱水症状、尿路感染
Nyourokannsen 
	芳川病院
	R1.9/9 ～ 9/17

	女性(82歳)
	意識低下

	東徳島病院 内科
	R1.9/27 ～ 11/6

	女性(66歳)
	膀胱癌
	鳴門病院泌尿器科

	R1.10/31 ～ 11/5


	女性(74歳)
	血痰
	芳川病院

	R1.11/30 ～ 12/9

	女性(67歳)
	膀胱癌
	徳島大学病院 泌尿器科
	R2.1/27 ～ 2/19


（６）地域交流
 地域の中学校、民生委員、各種団体や個人との交流や地域の行事参加を積極的に進めて行ている。又、松茂町金婚式において日中活動の中で制作した、高砂人形(折り紙)の色紙を14組に贈呈した。
1 ボランティアの状
	氏 名(団体名)
	活 動 内 容
	回数(延人数)
	住　所

	大星理容店
	理 美 容 奉 仕
	10回(20名)
	鳴門市

	ＡＥＴ美容室
	〃
	11回(36名)
	徳島市

	大森　一子
	〃
	9回(9名)
	松茂町

	か も め 連
	阿 波 踊 り 慰 問
	1回(55名)
	松茂町

	徳島県室内装飾業協会・
室内装飾事業協同組合
	壁紙の貼り換え
	1回(3名)
	徳島市

	三木　秀子
	生 花 指 導
	23回(23名)
	松茂町

	松茂中ボランティア委員
	奉 仕 活 動
	11回(33名)
	松茂町

	松茂中学校
	交 流 学 習
	4回（150名)
	松茂町

	オレンジシスターズ　森永
	音 楽 活 動
	10回(10名)
	鴨島町

	個人ボランティア
	お月見会利用者支援
	1回(5名)
	徳島市他

	よしこの連
	　お月見会阿波踊り
	1回(22名)
	松茂町

	獅 子 舞
	獅 子 舞 慰 問
	1回(18名)
	松茂町


2 　地域交流室の活用
利用者と地域の中学校との交流事業、ボランティアによる散髪奉仕、生け花指導、利用者のレクリエ－ション、リズム体操の場としての活用、地域の会合や各種研修会場として利用されている。
２　短期入所事業、日中一時支援事業
（１）短期入所事業
短期入所事業については、障害(児)者を持つ保護者が社会的理由、私的理由等から一時的に保護が必要となった場合に必要なサービスを適切に行うとともに、地域との結びつきを重視し、利用される障害(児)者の身体及び精神の状況、その置かれている環境に応じて必要な保護を行う。
（２）日中一時支援事業

日中一時支援事業については、障害(児)者の日中活動の場を確保し、見守り、社会に適応するための日常訓練を実施し、日常生活の充実を図るとともに、家族の就労支援及び一時的な休息を図ることを目的として実施している。
・月別利用者数
	月
	短期入所事業
	　　　　日中一時支援事業

	
	利用者数(名)
	延べ利用日数(日)
	 利用者数(名）
	 延べ利用日数(日）

	4
	11
	61
	15
	32


	5
	8
	48
	17
	25

	6
	8
	49
	16
	35

	7
	8
	52
	11
	27

	8
	7
	42
	13
	29

	9
	9
	57
	15
	29

	10
	8
	56
	15
	29

	11
	10
	62
	12
	27

	12
	6
	50
	11
	25

	1
	6
	45
	10
	21

	2
	5
	47
	13
	28

	3
	5
	48
	12
	29

	計
	91
	617
	160
	336

	
	
	
	
	


３ 職員研修
 （１）施設外研修
    職員の資質向上のため、日本知的障害者福祉協会、徳島県知的障害者福祉協会、徳島県社会福祉協議会、関係機関等が主催する研修会に出席した。
・月別研修内容
	H31.4
	第１回施設長会議・理事会議
	1名

	
	対人援助職のための接遇研修
	1名

	　　R1.5
	新任職員研修　Ｂコース
	2名

	6
	徳島保健所管内集団給食施設協議会総会
	1名

	
	松茂町企業・職域人権啓発推進協議会総会及び研修会
	1名

	
	対人援助職のためのコミュニケーション研修
	1名

	
	福祉人材定着セミナー
	1名

	
	チームリーダー研修
	1名

	
	徳島県知的障害者福祉協会定期総会
	3名

	
	徳島県知的障害関係施設職員研究集会
	1名

	7

	徳島県強度行動障がい支援者養成研修（基礎研修）
	　 1名

	
	第1回日中活動支援部会
	2名

	
	四国地区知的障害関係施設長会議
	1名

	
	第1回総務部会
	2名

	
	松茂町企業・職域人権啓発推進協議会第2回研修会
	1名

	
	第1回生活支援部会
	1名

	
	全国知的障害関係施設長会議
	1名

	
	第60回中国・四国地区知的障害関係施設職員研究協議会
	1名

	
	第1回生活支援部会
	1名

	
	徳島県災害派遣福祉チームの結成に向けた研修会
	1名

	
	福祉サービス苦情解決事業苦情受付担当者研修会
	1名

	8
	四国地区知的障害関係職員研修会
	1名

	
	全国グループホーム等研修会四国地区in千葉
	1名

	
	働き方改革実践ポイント解説セミナー
	1名

	9
	令和元年度　相談支援従事者研修Ⅱ
	2名

	
	令和元年度　相談支援従事者研修Ⅰ
	1名

	
	令和元年度大規模災害時相互応援協定法人連絡会
	4名

	
	第2回栄養成分表示に関する研修会
	1名

	
	第1回「個別支援計画」作成及び運用に関する研修会
	1名

	
	徳島県知的障害者福祉協会　第2回施設長会　第2回理事会
	1名

	
	第52回記念旭川荘障害医療福祉セミナー
	1名

	
	松茂町企業・職域人権啓発推進協議会第3回研修会
	1名

	
	令和元年度介護職員によるたん吸引等研修事業
	1名

	10

	福祉現場のリスクマネジメント研修
	1名

	
	令和元年度相談支援従事者研修　初任者Ⅰ
	2名

	
	令和元年度徳島保健所管内集団給食施設協議会通常総会及び研修会
	1名

	
	第57回全国福祉関係施設職員研修会　鹿児島大会
	1名

	
	松茂町企業・職域人権啓発推進協議会　第4回研修会
	1名

	
	意思決定支援と虐待防止に関する研修会
	1名

	11

	第2回総務部会
	1名

	
	徳島県強度行動障がい支援者養成研修（基礎研修）
	2名

	
	事務担当者基礎研修
	1名

	
	第63回　徳島県社会福祉大会
	2名

	
	第2回生活支援部会
	1名

	
	令和元年度　介護職員によるたんの吸引等研修事業に係る実地研修
	1名

	
	令和元年度徳島県強度行動障害支援者による事例検討会
	1名

	
	徳島県強度行動障がい支援者による事例検討会
	2名

	
	甲種防火管理新規講習
	1名

	12
	令和元年度　徳島県障がい者虐待防止・権利擁護研修
	2名

	
	日中活動支援部会全国大会　北海道大会
	1名

	
	障がい者の集い県民大会
	2名

	
	徳島県知的障害者福祉協会第3回施設長会・理事会
	2名

	R2.1
	松茂町企業・職域人権啓発推進協議会第6回研修会
	1名

	
	公正採用選考人権啓発推進研修会
	1名

	
	令和元年度　第2回地域支援部会
	1名

	
	令和元年度　徳島県サービス管理責任者等研修会
	2名

	
	徳島県強度行動障がい支援者養成研修
	3名

	
	令和元年度　介護職員による痰吸引等研修事業に係る実地研修
	1名

	　
　　2
	令和元年度　第3回社会保険事務担当者研修会
	1名

	
	松茂町企業・職域人権啓発推進協議会第7回研修会
	1名

	
	第3回総務部会
	1名

	
	四国地区知的障害関係施設長会議
	1名

	
	令和元年度　権利擁護に関する研修会
	1名

	
	令和元年度　第4回四国地区政策委員会
	1名

	
	令和元年度　第2回徳島県集団給食施設協議会研修会
	1名

	
	令和元年度　第2回年金委員・健康保険委員会研修会
	1名

	
	第3回日中活動支援部会
	1名

	3
	令和元年度 徳島県知的障害者福祉協会　第4,5回理事会
	3名

	
	令和元年度 徳島県知的障害者福祉協会  臨時総会
	3名

	
	令和元年度 徳島県芸術・文化活動支援センター第2回企画委員会
	1名

	
	松茂町社会福祉協議会　評議委員会
	1名


（２）施設内研修
外部から講師を招き人権問題とＡＥＤ、感染症対策について研修会を開催した。
	年月
	研　修　内
	講　師
	参加人員

	H31.5・10
R1.3
	ＡＥＤ研修会
	サニクリーン四国
	24名

	R1. 12.10


	感染症対策について
	四国大学看護科助教　
香川大学医学部教授・研究員
	16名

	R1.10.8
	口腔ケアに関する研修
	徳島県歯科衛生士会
	17名

	R1. 12.27

R.2. 1.23

3.17
	権利擁護研修
	園長・係長
	28名

	R2. 2.25
	腰痛予防に関する研修
	柔道整復師
	5名



４ 安全と防災
　通常の避難訓練は板野東部消防組合との非常通報装置の使用を想定して、人命救助に重点をおいた早期発見、早期避難の原則に従い訓練を実施した。日中においては、支援員が多く勤務しており、問題も少ないと思われるが、夜間は夜勤支援員2名のため避難誘導に工夫を要する。今後の課題として避難器具等の充実を進めながら検討する。
・避難訓練
	年  月  日
	時  　間
	火災の想定場所
	備　　考

	H31,4,25
	10:40～10:50
	地震想定
	薬草園班吉野川育成園まで避難。

	R1,5,21
	19:30～19:45
	地震想定
	大津波警報が発令された事を想定、１次避難場所

	1,6,28
	10:50～11:00
	厨房
	ねむのきと合同、消火訓練

	1,7,31
	16:55～17:10
	地震想定
	2次避難場所まで避難する。

	1,8,31
	19:35～19:50
	地震想定
	2次避難場所まで避難する。

	1,9,23
	19:30～19:40
	２階洗濯場
	ねむのきプールサイド

	1,10,28
	10:40～11:00
	厨房
	消防署立合で合同、消火訓練

	1,11,25
	19:30～19:45
	２階洗濯場
	ねむのきプールサイド

	1,12,26
	10:25～10:40
	地震想定
	2次避難場所まで避難する。

	R2,1,25
	12:40～12:50
	地震想定
	2次避難場所まで避難する。

	2,2,28
	    19:25～19:40
	     地震想定
	2次避難場所まで避難する。

	2,3,24
	14:00～14:15
	地震、水防
	2次避難場所まで避難する。水害訓練も実施


５ 福祉サービス苦情解決事業
    当園が施設利用者に提供する福祉サービスに対して苦情が生じた場合に、苦情解決実施要領に基づく方法で解決することによって、利用者個人の権利を擁護し、利用者個人が施設において尊厳をもって、その人らしい自立した生活が送れるように支援した。
　福祉サービス苦情解決事業、受付体制
　・苦情解決責任者　平島誠司（春叢園園長）
　・第 三 者 委 員　𠮷川英治（仁栄会監事）　磯部久子（学識経験者) 
  ・苦情受付担当者  満村宏典・中川美幸(生活支援員)
令和元年度苦情受付状況について

	　項目
	受　付　方　法

	
	来所
	電話
	意見箱
	郵送
	その他
(連絡帳)
	合　計

	令和
元年度
	苦情
	相談
	苦情
	相談
	苦情
	相談
	苦情
	相談
	苦情
	相談
	苦情
	相
談

	
	1
	0
	1
	1
	0
	0
	0
	0
	0
	1
	  2
	  2


福祉サービス苦情解決関係者会議

・開催日時　令和2年　2月　17日　　
・開催場所　春叢園１階地域交流室
・出席者　第三者委員　　𠮷川英治　 磯部久子
　　　　  　春叢園　　平島誠司　 満村宏典　　中川美幸
６　社会貢献活動
・松茂中学校との交流前に職員が講師として学校訪問し福祉、春叢園の活動についての総合学習を実施し交流会に繋げた。
・令和元年９月１５日に、松茂町金婚式において日中活動の中で制作した、高砂人形(折り紙)の色紙を８組に贈呈した。
・11月に社会貢献事業として徳島県障害者サポート協会より助成金を頂き第1回仁栄会グランドゴルフ大会を開催し地域のグランドゴルフ協会の方々と春叢園利用者が交流し楽しんだ大会終了後、園内にて一緒に弁当を食べた。徳島新聞にも大会の様子を掲載して頂いた。
